
２　令和 6 年度決算を認定２　令和 6 年度決算を認定
４　ここが聞きたい！一般質問４　ここが聞きたい！一般質問
８　みんなのスマイル８　みんなのスマイル

月定例会月定例会

議会だより

岩
手 県 田 野 畑 村 議 会岩
手 県 田 野 畑 村 議 会

9
　　田野畑小学校 ( 伊藤博光校長、児童 99 人 ) の 3田野畑小学校 ( 伊藤博光校長、児童 99 人 ) の 3
年生 19 人は 11 月 21 日、食生活改善推進員の皆さ年生 19 人は 11 月 21 日、食生活改善推進員の皆さ
んに教えてもらい豆腐づくりを体験しました。こんに教えてもらい豆腐づくりを体験しました。こ
の日は、大豆と黒豆を使った 2 種類の豆腐、おかの日は、大豆と黒豆を使った 2 種類の豆腐、おか
ら団子づくりに挑戦。上手に出来上がった豆腐とら団子づくりに挑戦。上手に出来上がった豆腐と
団子を手に、児童たちは自信たっぷりです。団子を手に、児童たちは自信たっぷりです。

初めての豆腐づくりは大成功初めての豆腐づくりは大成功

№
145
2025.12.15



22025・12・15　議会だより たのはた

●
下
水
道
事
業
会
計

【
収
益
的
収
入
及
び
支
出
】
収
入
総

額
１
億
４
４
８
４
万
７
７
１
０
円
、
支

出
総
額
１
億
３
１
２
３
万
２
４
２
１
円

賛
成
全
員
で
認
定

【
資
本
的
収
入
及
び
支
出
】
収
入
総

額
４
９
１
万
円
、
支
出
総
額
２
８
６
０

万
４
１
２
６
円
、
賛
成
全
員
で
認
定

令
和
６
年
度
決
算

●
一
般
会
計　
歳
出
総
額
36
億
４
８
３

５
万
２
２
６
６
円
、執
行
率
88
･
６
％
、

賛
成
全
員
で
認
定

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

【
事
業
勘
定
】
歳
出
総
額
４
億
６
３
３

８
万
３
９
２
３
円
、執
行
率
78
･
２
％
、

賛
成
全
員
で
認
定

【
直
営
診
療
施
設
勘
定
】
歳
出
総
額
１

億
２
７
０
７
万
２
７
６
６
円
、
執
行
率

92
･
１
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
介
護
保
険
特
別
会
計

【
保
険
事
業
勘
定
】
歳
出
総
額
５
億
１

４
３
０
万
９
９
６
１
円
、
執
行
率
94
･

６
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
】
歳
出
総

額
６
１
７
万
１
３
６
６
円
、
執
行
率

95
･
６
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　
歳
出

総
額
４
５
１
４
万
７
８
３
７
円
、
執
行

率
96
·
３
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
簡
易
水
道
事
業
会
計

【
収
益
的
収
入
及
び
支
出
】
収
入
総
額

２
億
２
６
１
５
万
３
６
６
８
円
、
支
出

総
額
２
億
８
８
９
万
１
２
３
０
円
、
賛

成
全
員
で
認
定

【
資
本
的
収
入
及
び
支
出
】
収
入
総
額

１
億
２
５
９
１
万
２
０
０
０
円
、
支
出

総
額
１
億
３
４
８
５
万
７
３
４
５
円
、

賛
成
全
員
で
認
定

9   月
定例会

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
部
分
休

業
等
に
関
す
る
規
定
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

●
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　

国
の
例
に
準
じ
て
職
員
か
ら
妊
娠
又

は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
が
あ
っ
た

場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
を
定
め
る
等
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と

●
平
井
賀
漁
港
平
井
賀
地
区
施
設
機
能

　
強
化(

北
防
波
堤)

そ
の
３
工
事
の

　
変
更
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議
決

　
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
契
約
金
額
…
５
０
０
０
万
５
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方
…
㈱
佐
賀
組　

代
表

　

取
締
役　

高
橋　

賢

・
完
成
予
定
…
令
和
７
年
10
月
10
日

●
令
和
６
年
度
下
水
道
事
業
会
計
未
処

　
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
決
算
で
生
じ
た
未
処
分

利
益
剰
余
金
に
つ
い
て
、
企
業
債
償
還

財
源
の
補
填
を
目
的
と
し
て
減
債
積
立

金
に
積
立
て
、
当
該
年
度
に
お
け
る
企

業
債
の
償
還
に
充
当
す
る
た
め
、
地
方

公
営
企
業
法
第
32
条
第
２
項
の
規
定
に

基
づ
き
処
分
す
る
も
の
。

・
処
分
内
容
…
６
年
度
末
の
未
処
分
利

　

議
決
し
た
主
な
議
案

●
令
和
６
年
度
田
野
畑
村
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　

健
全
化
判
断
比
率
は
、
次
表
の
と
お

り
で
す
。実
質
公
債
費
比
率
(※
参
照
)

は
、
10
･
５
％
で
、
早
期
健
全
化
基

準
値
25
･
０
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

　第５回定例会が９月11日から18日までの会期で開かれました。初日の11日は、
村長の所信表明演述が行われ、佐々木靖村長が村政運営の基本方針や施策
の方向性について演述しました。提案された報告１件、議案９件、同意案1件
は、原案通り可決。また、議員発議１件を継続審議としました。令和6年度各
会計決算の審査は、議長を除く全議員で構成する決算特別委員会（委員長・
工藤求議員）を設置して行われ、最終日の本会議でいずれも認定しました。

令和６年度決算を認定
一般会計は歳出36億4835万円

※
実
質
公
債
費
比
率
…
一
般
財
源
に
対

　

す
る
公
債
費(
借
金)
の
割
合
。
18
％

　

を
超
え
る
と
県
知
事
の
許
可
が
必
要
。

■健全化判断比率

比率が算定されなかった場合は「―」を記載

比　率　名 令　和
6 年度

健  全  化
判断比率

実質赤字比率 ― 15.0％

連結実質赤字比率 ― 20.0％

実質公債費比率 10.5％ 25.0％

将来負担比率 ― 350.0％

資金不足比率 ― 20.0％
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益
剰
余
金
残
高
１
３
６
１
万
５
２
８

　

９
円
の
う
ち
、
１
０
３
万
７
１
１
６

　

円
を
減
債
積
立
金
に
積
立
て
る
。

●
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

(
第
３
号)

　

１
億
８
７
６
０
万
７
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
40
億
６
１
８
１
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
。

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
…
７
５
８
３

　

万
４
千
円

・
過
年
度
分
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

　

国
庫
負
担
金
返
還
金
…
１
０
５
４
万

　

８
千
円

・
道
路
除
排
雪
業
務
委
託
料
…
１
０
０

　

０
万
円

・
村
道
田
野
畑
イ
ン
タ
ー
菅
窪
線
凍
上

　

災
路
盤
修
繕
工
事
…
１
０
０
０
万
円

・
道
路
維
持
管
理
委
託
料
…
７
０
０
万

　

円
●
令
和
７
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　
計
補
正
予
算(

第
２
号)

【
事
業
勘
定
】
１
５
１
万
１
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
５
億
９
６
５
７
万
２
千

円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
。

・
特
別
調
整
交
付
金
償
還
金
…
88
万
３

　

千
円

・
特
定
健
康
診
査
等
国
県
負
担
金
返
還

　

金
…
46
万
７
千
円

【
直
営
診
療
施
設
勘
定
】
２
９
１
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
３
３
６
２
万

４
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

・
臨
床
検
査
委
託
料(

医
科)

…
２
０

　

０
万
円

・
職
員
人
件
費(

医
科)

…
60
万
１
千

　

円
●
令
和
７
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　
正
予
算(

第
２
号)

【
保
険
事
業
勘
定
】
３
７
７
２
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
９
５
１
６

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
。

・
介
護
給
付
費
負
担
金
等
返
還
金
…
２

　

７
０
２
万
円

・
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
…
９

　

７
６
万
８
千
円

●
令
和
７
年
度
簡
易
水
道
事
業
会
計
補

　
正
予
算(
第
１
号)

　

簡
易
水
道
事
業
費
３
７
４
万
５
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
２
億
２
５
９
３
万

８
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

・
漏
水
修
繕
費
…
２
２
０
万
円

・
漏
水
調
査
委
託
料
…
36
万
円

●
令
和
７
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正

　
予
算(

第
１
号)

　

下
水
道
事
業
費
１
７
０
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
億
５
０
７
４
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
。

・
処
理
場
動
力
電
気
料
…
90
万
６
千
円

・
職
員
人
件
費
…
74
万
６
千
円

　

議
　
員
　
発
　
議

教
育
委
員
の
任
命
に
同
意

　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
に
川
畑

勝
也
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
。
任

期
は
、
令
和
７
年
９
月
18
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
一
般
会
計

の
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
23
・
３
％
減
の
36
億
４
８
３
５
万

円
余
り
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
や
一
次

産
業
の
低
迷
が
続
く
中
、
各
分
野
へ
の

将
来
に
向
け
た
予
算
の
適
切
な
配
分
に

苦
心
さ
れ
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　

国
内
外
の
様
々
な
情
勢
や
気
候
変
動

の
影
響
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
も
の

で
は
な
い
が
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運

営
、
村
民
が
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り

を
今
後
も
目
指
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

希
望
し
、
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
、

各
特
別
会
計
並
び
に
各
公
営
企
業
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
に
賛
成
す
る
。

●
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
撤
回
と

　
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早

　
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
に

　
つ
い
て

　

昨
年
４
月
に
介
護
報
酬
の
改
定
が
実

施
さ
れ
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
は
２

～
３
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
多
く
の
事

業
所
か
ら
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
。

　

訪
問
介
護
事
業
所
の
ほ
と
ん
ど
が
地

域
に
密
着
し
た
小
規
模
・
零
細
事
業
所

で
、
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
り
多

く
が
経
営
難
に
直
面
し
て
い
る
。

　

介
護
事
業
者
の
経
営
環
境
及
び
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
を
実
現
し
、
在
宅
介

護
の
基
盤
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
訪
問

介
護
の
基
本
報
酬
を
は
じ
め
と
し
た
介

護
報
酬
の
引
き
上
げ
を
早
急
に
行
う
よ

う
求
め
る
も
の
。

・
提
出
者
…
中
村
勝
明

・
賛
成
者
…
上
村
浩
司
、
畠
山
智

・
審
議
結
果
…
継
続
審
議

　

討
論(

６
年
度
決
算
認
定)

　

小
松
山
久
男
議
員
が
、
令
和
７

年
８
月
31
日
付
で
辞
職
し
ま
し

た
。
同
議
員
は
、
議
会
閉
会
中
の

８
月
29
日
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

る
辞
職
願
を
議
長
に
提
出
。
地
方

自
治
法
第
１
２
６
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
長
が
願
出
を
許
可
し
、
定

例
会
初
日
の
11
日
、
議
長
が
議
会

に
報
告
し
ま
し
た
。

小
松
山
久
男
議
員
が
辞
職

上
村  

浩
司 

議
員

賛
成
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【
問
】
選
挙
公
報
に
「
子
ど
も
た
ち
に

夢
と
希
望
を
与
え
、
村
民
が
楽
し
く
暮

ら
せ
る
村
を
目
指
す
」
と
あ
る
。
こ
れ

に
込
め
た
思
い
を
伺
う
。

【
村
長
】「
よ
り
人
に
優
し
く
、
よ
り
産

業
を
強
く
」
を
理
念
と
し
、
３
項
目
15

点
を
公
約
に
掲
げ
、
村
民
の
皆
様
に
訴

え
て
き
た
。
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
人

口
減
少
や
先
行
き
が
不
透
明
な
経
済
の

停
滞
感
な
ど
、
気
持
ち
が
沈
み
込
み
が

ち
な
昨
今
で
す
が
、
公
約
の
一
つ
一
つ

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
、
村
民
が
明

る
く
前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
未
来

志
向
の
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
そ
し
て
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
、
目
標
を

掲
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
問
】
村
長
の
公
約
「
村
費
教
職
員
配

置
に
よ
り
小
学
校
の
単
式
学
級
維
持
」

を
、
教
育
長
は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
本
年
度
よ
り
小
学
校
に
村

費
教
職
員
１
名
を
配
置
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
答
弁
し
た
と
お
り
、
複

式
学
級
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
教
員
の
増

員
に
よ
り
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か

し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
で
、
少
人
数
で
あ
っ
て
も
充
実

し
た
学
び
が
実
現
で
き
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
、
村
長
の
公
約
に
掲
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
大
変
心
強
く
感
じ

て
い
る
。

【
問
】
市
街
地
に
お
け
る
銃
使
用
が
町

村
長
の
判
断
で
可
能
と
な
っ
た
。
村
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
る
か
。

【
村
長
】
鳥
獣
保
護
管
理
法
が
改
正
さ

れ
、
日
常
生
活
圏
に
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ

が
出
没
し
た
際
、
首
長
の
判
断
で
緊
急

銃
猟
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

今
年
７
月
に
国
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
、
９
月
１
日
に
県
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
示
さ
れ
た
が
、
現
時
点
で
村
独
自
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
作
成
し
て
い
な
い
。

本
村
の
環
境
は
、
集
落
と
山
林
が
隣
接

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
追
い
払

い
を
対
策
の
基
本
と
考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
市
街
地
を
も
つ
自
治
体
で

は
、
訓
練
実
施
や
独
自
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
の
動
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
情
報
収
集
と
関
係
機
関
と
の
協

議
・
調
整
を
重
ね
、
そ
の
う
え
で
課
題

等
を
整
理
の
上
、対
応
策
を
検
討
す
る
。

【
問
】
先
人
の
業
績
を
記
録
に
残
し
て

将
来
に
繋
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
村
長
】
先
人
の
業
績
を
正
し
く
理
解

し
、
深
く
感
謝
し
、
後
世
に
伝
え
る
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
。
こ
の
こ

と
が
、
村
民
の
誇
り
や
故
郷
へ
の
愛
着

を
育
み
、
村
の
振
興
発
展
を
支
え
る
力

と
な
る
と
理
解
す
る
。

　

ど
の
よ
う
な
方
法
で
記
録
等
の
保
存

を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
か
な
ど
、

今
後
知
見
の
あ
る
方
等
の
意
見
を
参
考

に
し
て
検
討
す
る
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

　

一
般
質
問
は
定
例
会
２
日
目
の
９
月
12
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
野
協
次
議
員
、
佐
々

木
芳
利
議
員
、
畠
山
智
議
員
、
中
村
勝
明
議

員
、
上
村
浩
司
議
員
、
佐
々
木
伸
議
員
の
６

人(

登
壇
順)

が
、
村
政
運
営
や
教
育
行
政

に
つ
い
て
、
村
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
各
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
と
村

の
答
弁
を
掲
載
し
ま
す
。

村
の
考
え
を
問
う

佐々木芳利 議員

小野協次 議員

村づくりの目標に込めた思いは
村長…未来志向の村づくり進め

次の世代に引き継ぎたい

緊急銃猟のガイドライン策定は
村長…独自の指針は未作成だが

課題を整理し対応を検討

9月定例会の一般質問。質問者は上村浩司議員
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【
問
】｢

わ
か
め
の
一
本
だ
し｣

の
売
れ

行
き
、
今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

【
村
長
】｢

岩
手
県
田
野
畑
産
わ
か
め
の

一
本
だ
し
」
は
、
今
年
７
月
に
販
売
を

開
始
。
９
月
５
日
現
在
、
道
の
駅
た
の

は
た
、
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
ほ
か
、
村
内

商
店
に
お
い
て
１
７
０
１
個
が
販
売
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
商
品
の
企
画
製
造
元

は
、
初
回
３
０
０
０
個
を
製
造
し
、
追

加
で
３
０
０
０
個
を
製
造
し
た
。
売
上

げ
は
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。

　

今
後
も
販
売
促
進
に
努
め
、
友
好
都

市
で
あ
る
埼
玉
県
深
谷
市
や
青
森
県
藤

崎
町
の
道
の
駅
等
で
試
食
販
売
会
を
行

う
な
ど
、
販
路
拡
大
に
取
り
組
む
。

【
問
】
村
の
米
生
産
農
家
は
減
っ
て
い

る
と
思
う
。
米
の
作
付
面
積
は
、
昨
年

と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
か
。

【
村
長
】
水
田
は
約
63
㌶
と
少
な
く
、

休
耕
田
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
農
協
に

出
荷
す
る
農
家
は
数
件
で
、
多
く
が
自

家
用
米
の
作
付
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
の
計
画
書
に
基
づ
く
作

付
面
積
は
７
・
２
㌶
、
出
荷
者
は
４
名

で
、
出
荷
予
定
数
量
は
30
㎏
の
袋
で

６
０
０
袋
で
、
６
年
度
の
６
３
４
袋
よ

り
や
や
減
少
し
て
い
る
が
、
５
年
度
か

ら
３
カ
年
の
出
荷
数
量
に
大
き
な
変
動

は
な
い
こ
と
か
ら
、
作
付
面
積
に
大
き

な
変
化
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

【
問
】
省
エ
ネ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

を
拡
充
し
、
エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

【
村
長
】
国
の
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
を
踏
ま
え
て
、
住

ま
い
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
推
進
事
業

費
補
助
金
に
よ
り
、
既
存
住
宅
の
省
エ

ネ
性
能
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
し
か
し
、
財
源
と
す
る
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
は
、
現
行
制

度
で
は
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
は
補
助
対

象
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

本
件
に
つ
い
て
は
、
私
の
公
約
に
掲

げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
制
度
設
計
に
向

け
た
基
礎
調
査
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
や

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
補
助
制
度
の
具
現

化
、
財
源
の
確
保
な
ど
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

【
問
】｢

非
核
平
和
の
村
宣
言｣

の
宣
言

塔
、
横
断
幕
を
設
け
る
考
え
は
。

【
村
長
】
宣
言
塔
や
横
断
幕
に
つ
い
て

は
、
村
民
皆
様
の
機
運
の
高
ま
り
な
ど

を
鑑
み
て
判
断
し
た
い
。

　

戦
後
80
年
が
経
過
し
た
現
代
日
本

は
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
国
民
の

大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
戦
争
の
記
録

や
教
訓
を
未
来
に
伝
え
、
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
い
わ
れ
て
い

る
。
今
後
も
村
と
し
て
、
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
平
和
へ
の
思
い
を
村
内
外
や

後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

【
問
】
７
月
30
日
に
発
令
さ
れ
た
津
波

注
意
報
及
び
警
報
の
対
応
状
況
は
。

【
村
長
】
災
害
警
戒
本
部
は
７
月
30
日

午
前
８
時
37
分
、
注
意
報
発
表
時
点
で

設
置
。
そ
の
後
、
災
害
対
策
本
部
は
同

日
の
午
前
９
時
40
分
、
津
波
警
報
へ
の

切
替
え
時
点
で
設
置
し
た
。

　

気
象
庁
観
測
所
が
な
い
た
め
観
測
数

値
の
記
録
は
な
い
が
、
津
波
避
難
監
視

カ
メ
ラ
で
の
目
視
確
認
で
、
羅
賀
漁
港

の
２
㍍
岸
壁(

物
揚
げ
場)

に
、
時
折

波
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
被

害
状
況
は
、
農
林
水
産
、
道
路
イ
ン
フ

ラ
等
の
被
害
は
な
く
、
津
波
に
よ
る
漂

流
ご
み
等
の
報
告
も
受
け
て
い
な
い
。

　

避
難
所
は
、
警
報
発
表
と
同
時
に
田

野
畑
中
学
校
体
育
館
に
開
設
。
１
世

帯
２
人
が
避
難
し
た
。
福
祉
避
難
所

(

３
ヶ
所)

へ
の
避
難
は
な
か
っ
た
。

　

消
防
団
は
、
地
震
・
津
波
災
害
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
出
動
し
、
避
難

誘
導
、
警
戒
活
動
、
浸
水
区
域
へ
の
侵

入
規
制
を
実
施
し
た
。
津
波
注
意
報
の

発
表
か
ら
解
除
ま
で
、
30
時
間
ほ
ど
の

警
戒
体
制
を
と
り
、
団
員
の
延
べ
出
動

人
数
は
76
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

徒
歩
旅
行
者
へ
の
対
応
は
、
危
険
区

域
内
で
の
避
難
誘
導
は
確
認
し
て
い
な

い
。
危
険
区
域
外
で
は
、
ト
レ
イ
ル
利

用
の
外
国
人
旅
行
者
３
人
に
対
し
、
注

意
喚
起
の
声
掛
け
や
誘
導
な
ど
の
対
応

を
行
っ
た
。

畠山  智 議員

上村浩司 議員

津波注意報・警報の対応状況は

エアコン入購入を補助する考えは

わかめの一本だしの売れ行きは

村長…警報と同時に避難所設置

村長…制度設計に向け基礎調査

村長…販売開始から順調に推移

ニーズに即した具現図る

消防団は延べ76人で警戒

試食販売などで販路拡大

中村勝明 議員
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質問者 質 問 項 目

小野　協次
◆ ｢子供たちに夢と希望を与え、村民が楽しく暮らせる村」に込めた思いを伺う。
◆村長公約「村費教職員配置による単式学級維持」を教育長はどう捉えているか。
　　( その他の質問 )　消防団屯所へのエアコン設置、ふるさと納税　ほか 5 件

佐々木芳利
◆村の緊急銃猟ガイドラインは作成されているか。
◆先人の業績を記録に残し、将来に繋ぐべきではないか。
　　( その他の質問 )　有害捕獲獣の処理について

畠   山     智
◆ ｢わかめの一本だし｣ の売れ行きと今後の見通しを伺う。
◆村の米作付面積は、昨年と比較してどのように変化しているか。

中村 　勝明
◆省エネ住宅リフォーム制度を拡充し、エアコン購入補助を検討してはどうか。
◆ ｢非核平和の村宣言｣ の宣言塔、横断幕を設ける考えはないか。
　　( その他の質問 )　訪問介護報酬引下げの影響、第三セクター賃上げ補助 ほか 3 件

上村　 浩司 ◆ 7 月 30 日に発令された津波注意報及び津波警報の対応状況について伺う。
　　( その他の質問 )　有害鳥獣駆除に対する考え方　

佐々木　伸
◆公約に掲げた「防災・減殺対策の強化」の具体的な構想を伺う。
◆道の駅インターチェンジ化に向けたこれまでの活動と開通スケジュールを伺う。
　( その他の質問 )　村長２期目のスローガンについて　ほか 1 件

【
問
】
公
約
に
掲
げ
た｢

防
災･

減
災

対
策
の
強
化｣

の
具
体
的
な
構
想
は
。

【
村
長
】
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て

は
、
日
本
海
溝
や
千
島
海
溝
な
ど
で
巨

大
地
震
・
津
波
が
発
生
し
た
場
合
の
新

た
な
被
害
想
定
に
基
づ
き
、
本
年
度
か

ら
３
カ
年
計
画
で
防
災
関
連
施
設(

明

戸
、
羅
賀
、
島
越)

を
整
備
す
る
。
夜

間
、
冬
季
等
を
踏
ま
え
た
備
蓄
対
策
を

想
定
し
、
低
体
温
症
避
難
者
等
の
健
康

被
害
防
止
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

土
砂
災
害
対
策
は
、
今
年
２
月
に
岩

手
県
か
ら
新
た
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域

及
び
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が
指
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
改
訂
し
全
世
帯
に
配
布
す
る
。

【
問
】
道
の
駅
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

化
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
き
た
か
。
開
通
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
村
長
】
令
和
４
年
か
ら
国
土
交
通
省

道
路
局
長
を
は
じ
め
、
東
北
地
方
整
備

局
長
、
三
陸
国
道
事
務
所
長
な
ど
に
精

力
的
に
要
望
し
て
き
た
。
さ
ら
に
は
、

地
元
選
出
で
当
時
の
鈴
木
財
務
大
臣
に

は
８
回
に
わ
た
り
要
望
。
ま
た
、
道
路

整
備
に
関
わ
る
全
国
大
会
、
岩
手
の
道

づ
く
り
大
会
等
で
も
、
関
係
者
に
直
接

要
望
を
行
っ
て
き
た
。

　

開
通
時
期
は
、
工
事
の
進
捗
状
況
を

三
陸
国
道
事
務
所
と
共
有
し
な
が
ら
、

年
内
の
早
期
開
通
を
目
指
し
、
協
議
と

調
整
を
進
め
る
。

佐々木 伸 議員

村長…沿岸地区に防災関連施設
防災・減災対策の具体的構想は

土砂災害のマップを改訂

議
会
の
は
て
な
？

～
用
語
の
解
説
～

■
決
算
特
別
委
員
会

　

毎
年
度
、
決
算
の
認
定
を
行
う

た
め
に
議
会
が
特
別
に
設
置
す
る

委
員
会
。
主
な
役
割
は
、
前
年
度

に
執
行
さ
れ
た
予
算
が
適
正
か
つ

効
果
的
に
使
用
さ
れ
た
か
を
審
査

し
、
そ
の
結
果
を
今
後
の
村
政
運

営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

■
早
期
健
全
化
判
断
基
準

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
が

悪
化
す
る
前
に
、
自
主
的
・
計
画

的
に
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
の

指
標
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、実
質
公
債
費
比
率
、

将
来
負
担
比
率
）
と
、
そ
れ
を
超

え
た
場
合
に
財
政
健
全
化
計
画
の

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
一
定
の

水
準
の
こ
と
で
す
。

■
議
員
発
議

　

議
員
発
議
と
は
、
議
会
の
議
員

が
議
会
に
議
題
や
議
案
を
提
出
す

る
こ
と
で
す
。
提
出
さ
れ
た
議
題

は
「
発
議
案
」
と
な
り
、
地
方
自

治
法
に
基
づ
い
て
条
例
や
意
見
書

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
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９月定例会で決まったこと
議案番号 議　　案　　名　　等 審議結果

報 告 第   1   号 令和６年度田野畑村の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報　告

議 案 第  １  号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可　決

議 案 第  ２  号 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例 可　決

議 案 第  ３  号 平井賀漁港平井賀地区施設機能強化 ( 北防波堤 ) その３工事の変更請負契
約の締結に関し議決を求めることについて 可　決

議 案 第  ４  号 令和６年度田野畑村下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可　決

議 案 第  ５  号 令和７年度田野畑村一般会計補正予算（第３号） 可　決

議 案 第  ６  号 令和７年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

議 案 第  ７  号 令和７年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

議 案 第  ８  号 令和７年度田野畑村簡易水道事業会計補正予算（第１号） 可　決

議 案 第  ９  号 令和７年度田野畑村下水道事業会計補正予算（第１号） 可　決

認 定 第 １ 号 令和６年度田野畑村一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

認 定 第 ２ 号 令和６年度田野畑村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認 定 第 ３ 号 令和６年度田野畑村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認 定 第 ４ 号 令和６年度田野畑村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認 定 第 ５ 号 令和６年度田野畑村簡易水道事業会計決算認定について 認　定

認 定 第 ６ 号 令和６年度田野畑村下水道事業会計決算認定について 認　定

同意案 第１号 田野畑村教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 同　意

発議案 第１号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行う
ことを求める意見書について 継続審議

多
様
な
人
材
が
参
画
す
る

議
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　

議
員
な
り
手
不
足
対
策
特
別
委
員
会

(

中
村
勝
明
委
員
長)

で
は
、
な
り
手

不
足
問
題
の
現
状
を
村
民
と
共
有
し
、

議
員
に
立
候
補
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
マ
レ
ッ
ト
交
流
で
意
見
交
換

　

10
月
15
日
、
女
性
団
体
協
議
会
と
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
会
・
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
肩
ひ
じ
を
張
ら

ず
に
気
軽
に
懇
談
し
な
が
ら
、
団
体
の

活
動
状
況
や
課
題
な
ど
を
伺
い
、
議
会

へ
の
理
解
を
少
し
で
も
深
め
て
い
た
だ

こ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。
議
会
で

は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
を
継
続

し
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
の
交
換
を

し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
議
員
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

地
方
議
員
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

11
月
13
日
に
行
わ
れ
、
議
員
４
名
が
オ

ン
ラ
イ
ン
聴
講
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
誰
も
が
参
画
で
き
る
議

会
を
目
指
し
て
―
こ
れ
か
ら
の
議
会
の

姿
と
は
―
」。
議
会
へ
の
住
民
参
画
や

議
員
活
性
化
、
議
会
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
先
進
の
事
例
に
学
び
な

が
ら
、
誰
も
が
議
員
を
目
指
す
こ
と
が

で
き
る
実
効
性
の
あ
る
環
境
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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あ

と

が

き

   

　

９
月
定
例
会
は
任
期
折
り
返
し
と

な
り
、
常
任
委
員
会
の
編
成
替
え
を

行
い
ま
し
た
。
広
報
公
聴
委
員
会
も

新
体
制
と
な
り
、
村
民
を
は
じ
め
多

く
の
皆
様
が
手
に
取
っ
て
熟
読
い
た

だ
け
る
よ
う
な
広
報
紙
づ
く
り
に
励

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
紙
の
感
想
や

議
会
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
に「
二

季(

に
き)

」
と
い
う
言
葉
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で

季
節
が
夏
と
冬
の
二
季
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
本
村
も
酷
暑
の
夏
と

な
り
農
林
水
産
物
へ
の
影
響
、
住
宅

地
へ
の
ク
マ
の
出
没
、
津
波
警
報
・

注
意
報
が
二
度
も
出
る
な
ど
、
自
然

と
の
関
わ
り
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

年
と
な
り
ま
し
た
。

　

師
走
に
入
り
、
忙
し
さ
が
増
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
、
健
康
に
ご

留
意
の
う
え
、
良
き
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

工
藤　

求

　

宮
古
地
区
広
域
市
町
村
議
会
連
携
会
議(

会
長
・
橋
本

久
夫
宮
古
市
議
会
議
長)

の
議
員
研
修
会
が
11
月
５
日
、

ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
、
宮

古
広
域
の
４
市
町
村
議
会
か
ら
議
員
49
名
が
参
加
。
講
師

に(

一
社)

地
方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構
の
渡
辺
太
樹

上
席
研
究
員
を
招
き
、「
議
会
が
行
う
べ
き
予
算
・
決
算

審
議
に
つ
い
て
～
デ
ー
タ
に
基
づ
く
財
政
及
び
総
合
計
画

と
の
関
係
～
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

渡
辺
氏
は
、｢

自
由
な
財
源
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か｣

を
知
り
、
そ
の
上
で
「
何
が
課
題
で
住
民
は
何
を
望
ん
で

い
る
の
か
」
に
視
点
を
定
め
る
。
そ
し
て
、何
を
優
先
し
、

ど
れ
だ
け
使
っ
て
い
る
か
。
そ
れ
は
有
効
か
つ
効
率
的
で

あ
り
、
効
果
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
、｢

能
動
的
に
数
字
を

問
う
こ
と
が
議
会
の
審
議
で
す｣

と
講
演
し
ま
し
た
。

　

同
会
議
は
、
平
成
31
年
４
月
設
立
。
共
通
の
行
政
課
題

の
調
査
・
研
究
、
研
修
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 関口 信之 さん （机・30 歳）

◆
お
仕
事
は

　

ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
働
い
て
い
ま
す
。

◆
ス
マ
イ
ル
、
元
気
の
源
は

　

や
っ
ぱ
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
で
す
。
一
番

好
き
な
の
は
お
煮
し
め
。
浜
の
も
の
も
お
い
し
く

作
っ
て
く
れ
ま
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は

　

休
み
の
日
に
は
、
一
人
で
プ
チ
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
最
近
は
、
福
島
県
の
会
津
、
い
わ
き
地
方

に
出
掛
け
て
き
ま
し
た
。

◆
村
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
活
気
が
あ
る
村
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
若
い
人
が
伸
び
伸
び
と
働
け
る
場
所
や
環

境
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

予
算･

決
算
審
議
を
テ
ー
マ
に
研
修

 

宮
古
地
区
広
域
市
町
村
議
会
連
携
会
議

講演する渡辺太樹氏


